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業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 最近の業績動向を踏まえ、平成 20 年 11 月 14 日に公表した業績予想及び平成 20 年 5 月 15 日に公表した期

末配当予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

1.業績予想の修正 

 (1)平成 21 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正(平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

前回発表予想(A) 
百万円

25,800 
百万円

1,300 
百万円 

900 
百万円

△ 2,800 

今回発表予想(B) 23,600 1,160 870 △ 3,000 

増減額(B-A) △ 2,200 △ 140 △ 30 △ 200 

増減率(%) △ 8.5 △ 10.8 △ 3.3 － 

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 3月期) 

28,996 890 493 134 

 

(2)平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正(平成 20 年 4月 1日～平成 21 年 3月 31 日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 

前回発表予想(A) 
百万円

16,700 
百万円

0 
百万円 

0 
百万円

△ 500 

今回発表予想(B) 15,200 △ 150 △ 120 △ 970 

増減額(B-A) △ 1,500 △ 150 △ 120 △ 470 

増減率(%) △ 9.0 － － － 

(ご参考)前期実績 
(平成 20 年 3月期) 

16,924 289 724 621 

 

(3)業績予想の修正理由 

米国の金融危機に端を発した世界的な経済環境の悪化により、当社グループを取り巻く経営環境も急激に悪

化してまいりました。国内景気低迷による個人消費の冷え込み等から需要が急速に減少していることに加え、

米国景気の悪化や円高等の影響によって輸出高が減少していることもあり、売上高は前回予想に比べ減少する

見込みです。需要の減少に対する施策として、プリント基板事業、ニット事業等に係る工場について操業短縮

による生産調整を実施し、在庫の圧縮に努めているものの、一時的には減産による加工費単価の上昇等損益面

におきましても予想を下回る見込みです。また、投資有価証券売却損や繰延税金資産の取り崩しによる法人税

等調整額(税金費用)の計上を予定しております。 

 このような状況を踏まえて、前回公表した通期の業績予想を上記の通り修正いたします。 

 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、今後様々な要

因により、実際の業績が予想値と異なる場合があります。 



2.期末配当予想の修正 

(1)修正の内容 

 １株当たり配当金 

（基準日） 第 1 四半期末 第 2四半期末 第 3四半期末 期末 年間 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

前回予想 

(平成 20 年 5 月 15 日発表) 
－ － － 0.00～2.00 0.00～2.00 

今回修正予想 － － － 0.00 0.00 

当期実績 － 0.00 －   

前期(平成 20 年 3 月期)実績
 

－ 

 

0.00 

 

－ 

記念配当 

2.00 

記念配当 

2.00 

 

(2) 配当予想修正の理由 

当社は、株主各位への配当を実施することは最重要課題の一つとして認識しており、収益状況、内部留保の

充実等を総合的に勘案し、配当を行うことを基本としておりますが、前項の通り、経営環境の悪化に伴い平成

21 年 3 月期の業績見通しが当初の予想を下回り、損失を計上する見込みとなりました。 

この業績悪化を真摯に受け止め、既に取締役、執行役員及び管理職以上の幹部社員については 10%の報酬返

上を行っておりますが、4月以降、報酬返上幅をさらに拡大することを予定しております。 

また今後の事業環境につきましては、さらに厳しい状況が続くと予想されることから、収益構造の早期の改

善に向かって、事業の選択と集中の徹底を図ると共に、固定費をはじめより一層の経費の削減を進めてまいり

ます。 

以上の状況を勘案し、誠に遺憾ではございますが、当期の普通株式に係る期末配当金につきましては無配と

させていただく見通しでございます。 

なお、優先株式（1株当たり発行価額 500 円）に対する配当につきましては所定の配当として、Ａ種優先株

式配当金 1株当たり 14円 49 銭 5 厘、Ｂ種優先株式配当金 1株当たり 15 円 74 銭 5 厘を実施する予定でありま

す。 

本件につきましては、本年 6月開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。 

 

 

以 上 


